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令和２年度 有料道路事業関係説明資料に係る参考資料



施行方式・事業主体・施行区分の検討

有料事業許可

供 用

＜取組みの充実内容＞

・地方公共団体からの意見 （施行方式への意見）

・高速会社からの意見 （有料事業投資への意向）

・第三者委員会からの意見（事業主体・施行区分への意見）

・事業進捗情報の公表 （直轄が毎年度公表）

・事業評価の責任分担の明確化（直轄がとりまとめを実施）

・有料投資額の管理

投資額の変更（約1割以上）が見込まれる場合、事業評価部会の
意見を再聴取

※3年毎及び事業費の増加が見込まれる場合は再評価を実施する
こととなっている

［社整審 道路分科会 事業評価部会］

・大都市圏の環状道路など、周辺ネットワークを有効に活用するために有料とすることが望
ましい一般国道において、有料道路事業を活用するに際しては、今後、事業の責任分
担やプロセスを明確化するための取組みを充実する

一般国道での有料道路事業の活用に際しての取組みの充実について

H23.5.27 社会資本整備審議会 道路分科会 第3回事業評価部会 資料抜粋
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物流効率化と民間投資の誘発による生産性向上のた

めの圏央道の整備

首都圏中央連絡自動車道 約３００ｋｍ

2024(R6)年度
開通見込み

（用地取得等が順調な場合）

H30財投活用

2022(R4)年度から順次開通見込み
（2024(R6)年度全線開通見込み）

H30財投活用

2020(R2)年3月22日
開通予定

太平洋

2車線 4車線 6車線

開通済

事業中

調査中

凡　　例

○ ○ ○ ○ ○ ○

【整備加速】

財政投融資を活用して、①暫定２車線区間の機能強化による安全性・信頼性等の向上、②大都
市圏環状道路の整備加速による生産性向上等を行う。

超長期（３0年等）
・固定等の財政融資
１．１２兆円の追加等

機構：０．８６兆円
会社：０．２６兆円

計０．９兆円程度の事業を実施
（財投活用による整備予定箇所）
○ 暫定２車線区間における４車線化等の実施
○ 大都市圏環状道路の整備促進（圏央道（釜利谷JCT～藤沢IC間）等)
○ 更新事業の実施

成長力を強化する物流ネットワークの強化等の高速道路の整備（令和２年度～）
（令和２年１月２４日公表）

＜事業(例)＞

安全性・信頼性等の向上のための暫定２車線区間に

おける４車線化による機能強化

（財投活用による効果）
機構：０．６兆円程度の

金利負担の軽減
会社：建設等に伴う

コストの低減

暫定２車線区間（有料）のうち、
対面通行区間［約1,600km］

暫定２車線区間の優先整備区間
［約880km］から選定

：対面通行区間 約1,600km
：優先整備区間 約 880km

＜開通時期＞
事業中 ⇒ 横浜湘南道路 ：2024（R6）年度開通見込み

高速横浜環状南線：2025（R7）年度開通見込み
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一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（横浜湘南道路）の事業概要

１．事業概要

しゅとけん ちゅうおう れんらく じどうしゃどう よこはましょうなんどうろ

・広域交通ネットワークの形成に伴う、輸送時間短縮や定時性の向上等、物流効率化により企業立地を促進
・災害時における神奈川県と都心部を結ぶルートの多重化、浸水被災した場合の救援ルートの確保が可能

３．整備効果

・起終点：神奈川県横浜市栄区田谷町

～神奈川県藤沢市城南１丁目

・延長等：7.5ｋｍ
（第1種3級、4車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約4,600億円
・計画交通量：約55,600台／日

乗用車 小型貨物 普通貨物

約30,900台/日 約6,800台/日 約18,000台/日

※計画交通量は、H22年道路交通センサスに基づく推計値

図２ 事業位置図

図１ 広域図
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延長7.5km 4車線

事 業 中 区 間

凡例

高速道路(未供用)

高 速 道 路

一 般 国 道

主 要 地 方 道

一 般 県 道

市 町 道

２．課題

①物流輸送時間の定時性低下

横浜港

東京港

川崎港

京浜港

横浜町田ＩＣ

圏央道

厚木ＩＣ

海老名JCT

東京湾

相模湾

事業中区間

凡例

高 速 道 路 ( 未 供 用 )

6 車 線

4 車 線 以 下

【厚木IC～海老名JCT間】
東名高速のうち

最も交通量が多い区間
（約1,456百台/日）

【保土ヶ谷バイパス】
全国で最も

交通量が多い道路
（約1,567百台/日）

図５ 背後圏の広域交通ネットワークの現状

圏央道（横浜湘南道路）

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査 昼間12時間交通量
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約12兆円 約260万トン

効果２ 安全な国土づくり [◎]

地震（津波）※により沿岸部が被災

圏央道を利用して被災地(沿岸部)
を支援(くしの歯作戦)

出典：津波浸水予測は神奈川県HPで公開されている
津波浸水予測図（H27.3.31公表）より作成。
三浦半島への津波浸水被害が大きい慶長型地震を対象

図９ 救援ルートの確保（「くしの歯作戦イメージ」）

：津波浸水予測
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・災害時に救急活動の拠点として機能す

る神奈川県総合防災センターは圏央道

沿線に位置し、横浜湘南道路の整備に

よって、都心へ向かう高速道路のルー

トが多重化。

・横浜湘南道路の整備により、地震に伴

う津波により沿岸部が浸水被災した場

合の救援ルートの確保が可能。（くしの

歯等による迅速な道路啓開、非常時の

迂回機能の発現）

図８ 横浜湘南道路の整備による経路形成

神奈川県

総合防災

センター※

都心方面

高速道路を利用する
ルートが多重化

従来、高速道路を利用する
ルートは１ルート

※大規模な地震などにより県内各地で被害が発生した場合、救急活動の拠
点として、各種の防災資機材や物資を備蓄するとともに、応急活動要員
の集結、物資の受け入れ、搬送車両の集結地点

②災害時の代替路・救援ルートの確保
・首都直下型地震（M7クラス）が今後30年以内に

発生する確率は70％以上と推定。

・道路管理者と関係機関は、首都直下型地震に

備え、都心に向けた八方向を優先啓開ルート

に設定（八方向作戦※）。

・道路が寸断された場合においても、都心への到

達経路の確保が必要。

図６ 都心南部直下の地震の震度分布出典：首都直下型地震の被害想定と対策について（最終報告）：中央防災会議 首都直下地震対策検討ワーキンググループ（H25.12）
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効果１ 物流効率化に支援 [◎]
・横浜湘南道路の整備により、横浜港を含む京浜港と背後圏の広域交通ネットワークが形成され、交

通分散が図られることで輸送時間の短縮、定時性向上等の物流効率化に期待できる。

・新東名高速道路（海老名JCT～御殿場JCT）や港湾整備と相まって、産業の活性化に期待できる。

図７ 将来の背後圏の広域交通ネットワーク

関越道方面

東名高速方面

東北道方面

中央道方面

常磐道方面

新東名高速道路
（2023年度当該区間
全面開通予定※2）

京浜港

国際コンテナ
戦略港湾※1)

：新東名沿線の生産・物流拠点

※1）平成22年8月、「民」の視点の港湾運営、コスト低減策、国内貨物の集荷策などの具体性、計画性、実現性な
ど今後の伸びしろを重視する選定基準により、国際コンテナ戦略港湾として阪神港及び京浜港を選定

※2）中日本高速道路株式会社 E1A 新東名高速道路（海老名南JCT～御殿場JCT間）連絡調整会議 （第3回）開
催結果について https://www.c-nexco.co.jp/corporate/pressroom/news_release/4621.html

※3）世界最大級のコンテナ船にも対応できる、国内唯一の大水深・高規格コンテナターミナルであり、国際コンテ
ナ戦略港湾の中枢的な施設 https://www.pa.ktr.mlit.go.jp/keihin/business/honmoku-mc3/index.html

横浜港

東京港

川崎港

横浜港南本牧ふ頭地区国際
海上コンテナターミナル整備

H19～R2年度※3）

横浜町田ＩＣ

厚木ＩＣ

海老名JCT

圏央道

横浜港

東京港

川崎港

圏央道経由の
ルートで分担

凡例

6 車 線

4 車 線以 下圏央道（横浜湘南道路）

京浜港

３

・横浜港は貿易額及びコンテナ取扱量が全国で 3

番目に多く、国際コンテナ戦略港湾として、コンテ

ナふ頭の再編・強化や先進的な施設整備の推進

等、国際物流機能の強化が図られている。

・一方、背後圏の交通ネットワークは、東名高速や

保土ヶ谷バイパスに交通が集中していることか

ら、物流の定時性に課題がある。



一般国道４６８号 首都圏中央連絡自動車道（金沢～戸塚）の事業概要

２．課題

１．事業概要

しゅとけん ちゅうおう れんらく じどうしゃどう かなざわ とつか

３．整備効果
・起終点：神奈川県横浜市金沢区釜利谷町

～神奈川県横浜市戸塚区汲沢町

・延長等：8.9ｋｍ
（第1種3級、6車線、設計速度80km/h）

・全体事業費：約5,820億円
・計画交通量：約12,500台

～約57,900台／日
乗用車 小型貨物 普通貨物

約8,700台/日
～約32,400台/日

約1,600台/日
～約7,400台/日

約2,200台/日
～約18,000台/日

※計画交通量は、H22年道路交通センサスに基づく推計値 図２ 事業位置図

図１ 広域図
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②広域交通ネットワークに空白地帯が存在

２．課題

①物流輸送時間の定時性低下

横浜港

東京港

川崎港

京浜港

横浜町田ＩＣ

圏央道

厚木ＩＣ

海老名JCT

東京湾

相模湾

事業中区間

凡例

高 速 道 路 ( 未 供 用 )

6 車 線

4 車 線 以 下

【厚木IC～海老名JCT間】
東名高速のうち

最も交通量が多い区間
（約1,456百台/日）

【保土ヶ谷バイパス】
全国で最も

交通量が多い道路
（約1,567百台/日）

図５ 背後圏の広域交通ネットワークの現状

圏央道（金沢～戸塚）

・横浜港は貿易額及びコンテナ取扱量が全国で 3

番目に多く、国際コンテナ戦略港湾として、コンテ

ナふ頭の再編・強化や先進的な施設整備の推進

等、国際物流機能の強化が図られている。

・一方、背後圏の交通ネットワークは、東名高速や

保土ヶ谷バイパスに交通が集中していることか

ら、物流の定時性に課題がある。

出典：H27全国道路・街路交通情勢調査 昼間12時間交通量

・神奈川県の東西方向の交通は、東名高速道

路、保土ヶ谷バイパスが1本で担っているため

慢性的に渋滞が発生している。

・また、神奈川県の観光入込客数は、近年横ば

い傾向にあり、中でも三浦半島地域は伸び率

が小さく、観光客の滞在時間が短いことが課

題となっている。
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図６ 三浦半島地域の観光入込状況
出典：神奈川県資料（平成30年度実績）

（※三浦半島地域：横須賀市、逗子市、三浦市、葉山町）

※平成11年の観光入込客数を
1とした場合の伸び率

３．整備効果

効果１ 物流効率化に支援 [◎]
・圏央道（金沢～戸塚）の整備により、横浜港を含む京浜港と背後圏の広域交通ネットワークが形

成され、交通分散が図られることで輸送時間の短縮、定時性向上等の物流効率化に期待できる。

・新東名高速道路（海老名JCT～御殿場JCT）や港湾整備と相まって、産業の活性化に期待で

きる。

効果２ 東西方向のネットワーク強化・三浦半島地域の活性化に期待[◎]

図７ 将来の背後圏の広域交通ネットワーク

・圏央道（金沢～戸塚）の整備

により、神奈川県の東西軸

の複線化が実現し、東名高

速道路、保土ヶ谷バイパス

の混雑緩和に期待できる。

・広域交通についても東西

方向を中心に円滑性、定

時性の向上が図られ、広

域周遊ルートの移動円滑

性に期待できる。

・さらに、豊富な観光資源を

有する三浦半島へのアク

セス性が強化され、更なる

地域活性化に期待できる。
図８ 神奈川県を通過する東西道路ネットワーク

関越道方面

東名高速方面

東北道方面

中央道方面

常磐道方面

新東名高速道路
（2023年度当該区間
全面開通予定※2）

京浜港

国際コンテナ
戦略港湾※1)

：新東名沿線の生産・物流拠点

※1）平成22年8月、「民」の視点の港湾運営、コスト低減策、国内貨物の集荷策などの具体性、計画性、実現性な
ど今後の伸びしろを重視する選定基準により、国際コンテナ戦略港湾として阪神港及び京浜港を選定

※2）中日本高速道路株式会社 E1A 新東名高速道路（海老名南JCT～御殿場JCT間）連絡調整会議 （第3回）開
催結果について https://www.c-nexco.co.jp/corporate/pressroom/news_release/4621.html

※3）世界最大級のコンテナ船にも対応できる、国内唯一の大水深・高規格コンテナターミナルであり、国際コンテ
ナ戦略港湾の中枢的な施設 https://www.pa.ktr.mlit.go.jp/keihin/business/honmoku-mc3/index.html

横浜港

東京港

川崎港

横浜港南本牧ふ頭地区国際
海上コンテナターミナル整備

H19～R2年度※3）

横浜町田ＩＣ

厚木ＩＣ

海老名JCT

圏央道

横浜港

東京港

川崎港

京浜港

圏央道経由の
ルートで分担

凡例

6 車 線

4車線以下

交通転換

豊富な観光資源を持つ
三浦半島への
アクセスが強化

東西道路ネットワークが
複線化

狩場
IC

甲信越・東北方面方面
（圏央道経由）

関西・中部方面
（東名経由）

羽田・成田空港方面
（首都高湾岸線経由）

千葉・房総方面
（アクアライン経由）

圏央道（金沢～戸
塚）

圏央道（金沢～戸塚）

城ケ島公園※

三浦海岸海水浴場※

ソレイユの丘※

※：三浦市観光協会ＨＰ

・広域交通ネットワークの形成により、輸送時間短縮や定時性の向上等、物流効率化に期待
・神奈川県の東西ネットワークが強化され、広域周遊ルートの円滑化、三浦半島地域の活性化に寄与

かながわけん よこはまし かなざわく かまりやちょう

かながわけん よこはまし とつかく ぐみざわちょう

海老
名

JCT

４

99 
179 

117 108 
47 

327 179 

138 117 
162 

0
100
200
300
400
500

124,845 

60,398 77,187 58,198 42,427 

53,368 

116,565 
47,538 

34,385 49,713 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

出典：全国輸出入コンテナ貨物流動調査（H30）

貿
易
額
（
億
円
）

取
扱
量
（万
ト
ン
）

輸入
輸出

輸入
輸出

図３ 貿易額上位5港 図４ コンテナ取扱量上位5港

約12兆円 約260万トン



料金の賢い3原則（高速道路を賢く使う上で共通の理念）

① 利用度合いに応じた公平な
料金体系

② 管理主体を超えたシンプルで
シームレスな料金体系

③ 交通流動の最適化のための
戦略的な料金体系

中京圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）の概要

具体方針

特に、中京圏は「必要なネットワークの充実と合理的な料金体系の整理との両立」
に特段の対応が必要

（１） 料金体系の整理・統一とネットワーク整備

東海環状自動車道の整備の加速化、一宮JCT付近及び東名三好付近における渋滞解消のためのネット
ワーク拡充に必要な財源確保も考慮し、料金水準を現行の高速自動車国道の大都市近郊区間を基本と
する対距離制を導入し、車種区分を５車種区分に統一する。

名古屋高速については、都心アクセス関連事業や名岐道路の整備に必要な財源確保にあたり、事業主体
の責任を明確にした上で税負担も活用しつつ、現行の償還期間を延長する。

（２） 起終点を基本とした継ぎ目のない料金の実現

交通需要の偏在を防ぐとともに、都心部周辺の環境改善を図るため、東海環状自動車道および名古屋第
二環状自動車道の利用が料金の面において不利にならないよう、経路によらず、起終点間の最短距離を
基本に料金を決定する。

都心部への流入に関して、交通分散の観点から、経路によらず、起終点間の最短距離を基本に料金を決
定する。

R2.2.5 中京圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）抜粋
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中京圏内の料金水準の整理・統一

均一料金区間

対距離化

名古屋高速
（32.3km）

＜尾北線内 ： 370円＞
＜名古屋線内 ： 780円＞

名古屋第二環状
（名古屋南Ｊ～飛島Ｊ）

（54.5km）
＜30km未満 ： 510円＞
＜30km以上～45km未満 ： 620円＞
＜45km以上： 730円＞

36.6 注1)

※東海環状自動車道の整備の加速化、一宮JCT付近及び東名三好付近
における渋滞解消のためのネットワーク拡充に必要な財源確保を考慮

注1）中央自動車道（小牧東ＩＣ）～東海北陸自動車道（岐阜各務原ＩＣ）
注2）消費税及びターミナルチャージを除いた場合の料金水準

東
名
高
速
道
路

中
央
自
動
車
道

東
名
阪
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

名
神
高
速
道
路

伊
勢
湾
岸
自
動
車
道

伊
勢
湾
岸
道
路

（
豊
田
東
Ｊ
～
四
日
市
Ｊ
）

円/km

40.1
[29.52]

注2)

[108.1]

東
海
環
状
自
動
車
道

（参考）

整理・統一

伊
勢
湾
岸
自
動
車
道

（
豊
田
東
Ｊ
～
東
海
Ｊ
）

（
飛
島
Ｊ
～
四
日
市
Ｊ
）

高速自動車国道
（大都市近郊区間）

[24.6]
注2)

普通車
全線利用

伊
勢
湾
岸
道
路

（
東
海
Ｊ
～
飛
島
Ｊ
）

注2)

名
古
屋
第
二
環
状

名
古
屋
高
速

R2.2.5 中京圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）抜粋
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一宮J
小牧J

小牧IC

美濃関J

土岐J

名古屋南J

豊田J

豊田東J

愛知県

名古屋西J

東海J

飛島J

四日市J

養老J

新四日市J

東
関広見IC

大垣西IC

楠J

岐阜県

三重県

名古屋
IC

大高
IC

清洲J

一宮IC
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動
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二
環状 自動車 道

海
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車
道

伊勢湾岸自動車道

名
神

高速 道 路

新

東
海北陸

自
動
車
道

養老IC

大安IC

一宮中IC

高針J

上社J

東
名

高

速

道

路

一宮J
小牧J

小牧IC

美濃関J

土岐J

名古屋南J

豊田J

豊田東J

愛知県

名古屋西J

東海J

飛島J

四日市J

養老J

新四日市J

東
関広見IC

大垣西IC

楠J

岐阜県

三重県

名古屋
IC

大高
IC

清洲J

一宮IC

名 神 高 速 道 路
中央自動車

道

東
名

阪
自

動
車

道 名
古
屋
第
二

環状 自動車 道

海
環状 自動

車
道

伊勢湾岸自動車道

名
神

高速 道 路

新

東
海北陸

自
動
車
道

養老IC

大安IC

一宮中IC

高針J

上社J

東
名

高

速

道

路

西
知

多
道
路

多

道
路

島
半

知

大野神戸IC大野神戸IC

Ｃ
: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ

: 高速国道の大都市近郊区間より料率が低い

注） 点線は整備中区間

: 高速国道の大都市近郊区間より料率が高い

: 利用距離により料率が変化

西
知

多
道
路

多

道
路

島
半

知

※東海環状自動車道の整備の加速化、一宮JCT付近及び
東名三好付近における渋滞解消のためのネットワーク拡充
に必要な財源確保を考慮

料金水準を
整理・統一

＜現状＞ ＜名古屋第二環状自動車道の開通に合わせ＞

中京圏内の料金水準の整理・統一
R2.2.5 中京圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）抜粋
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中京圏内の高速道路ネットワーク整備
○ ネクスコ中日本の路線については、東海環状自動車道の整備の加速化、一宮JCT付近や東名三好付近における渋滞

解消のためのネットワークの拡充に必要な財源確保の観点から、東海環状の内側において大都市近郊区間の水準を

基本とする対距離制を導入

○ 名古屋高速については、都心アクセス関連事業や名岐道路の整備に必要な財源確保にあたり、事業主体の責任を

明確にした上で税負担も活用しつつ、現行の償還期間を延長

○ 名古屋市から中部国際空港までのアクセス強化に資する西知多道路の整備について、地域の意見も踏まえつつ、

利用者負担も含めて、財源の確保を図る

Ｃ
: 開 通 済
:  事 業 中
:  調査中路線
:  主な渋滞箇所

凡 例

一宮J

小牧J

小牧IC

美濃関J

土岐J

名古屋南J

豊田J
豊田東J

愛知県

名古屋西J

飛島J
四日市J

高針J

養老J

新四日市J

東
関広見IC

大垣西IC

楠J

三重県

上社J

大高IC

清洲J

一宮IC

東員IC

名 神高速 道路
中 央自 動

車
道

東
名

阪
自

動
車

道

高
速
道
路

名
古
屋
第
二環状 自動車 道

海
環状 自動

車
道

伊勢湾岸自動車道

名
神

高速 道路

新

東
海北陸

自
動
車

養老IC

大安IC

名

高
速
道
路

道

北勢IC

東
名

屋
古

東海J

名岐道路

名古屋空港

名古屋駅

都心アクセス
関連事業

午後ピーク１時間において
全国ワースト５位の渋滞損失が発生（上り）

東名高速東名三好付近<４車線>

午前ピーク１時間において
全国ワースト１５位の渋滞損失が発生（上り）

岐阜県

名古屋瀬戸
道路

名古屋IC

日進J

中部国際空港
セントレア

一宮中IC

東海環状自動車道

知
多
半
島

道
路

※ネットワークの状況はR1.11時点
※NEXCO：H28の渋滞状況、名古屋高速： H28年度の渋滞状況
※渋滞ランキング：H29（年間）

大野神戸IC

西
知

多
道

路

地域の意見も踏まえつつ、利用者負担
も含めて、財源の確保を図る

名神高速一宮ＪＣＴ付近<４車線>

R2.2.5 中京圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案）抜粋
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1,300

1,600

1,900

2,200

2,500

・起終点：岐阜県養老郡養老町

～三重県いなべ市北勢町

・延長等：18.0km

・車線数：暫定２車線

・全体事業費：養老～北勢 約1,090億円

・計画交通量：約18,700～20,100台/日

１．事業概要

２．課題

３．整備効果

①環状道路の未整備により効率的な
経済活動に支障
・環状道路が未整備のため、中京圏
の主要都市間の所要時間が長く、
物流など地域の経済活動に支障。 効果② 高速道路の渋滞緩和

・環状道路の分散導入・バイパス・
迂回機能により、東海環状自動車
道内側の主要渋滞箇所の回避、高
速道路の損失時間減少が期待。

■中京圏の環状道路が未整備のため、地域のポテンシャルが十分発揮
できていない

③南海トラフ地震による災害リスクが想定される地域
・地震により強震動（震度６強以上）や海抜ゼロメートル地帯等への津波被
害が想定。広い地域が被災し、広域支援に支障が出る恐れ。

効果③ 災害に強い道路機能の確保
＜中部版「くしの歯作戦」＞

・東海環状自動車道は、災害リスク
が高い地域を回避するルート・構
造で計画。
・被災地域を支援する「くしの歯」
の軸に接続する高速ネットワーク
が複数確保され、災害時の広域支
援に寄与。

東海環状自動車道内側の渋滞緩和効果

「くしの歯作戦」のイメージ

ぎ ふ ようろう ようろう

（第1種第2級 設計速度：100km/h）

出典：「中部版 くしの歯作戦」（令和元年５月改訂版）出典：地震ハザードステーション（防災科学技術研究所）

海抜ゼロメートル地帯

標高値 (T.P.)

3700m

200m

30m

7m

5～7m
3～5m

2～3m

1～2m

海抜0m以下

強震動予測地域

出典：全国地震動予測地図（地震調査研究推進本部）

地震発生確率(%)
26～100
6～26
3～6
0.1～3
0～0.1

み え ほくせい

分散導入機能 バイパス機能 迂回機能

②高速道路での渋滞が発生
・東海環状自動車道の内側において、
高速道路本線の渋滞箇所が多く存在。

効果① 企業立地の促進
・環状道路の整備により主要都市のアクセス性が向上。民間投資が喚起され、沿線
の開発拡充による地域経済の活性化が期待。

東海環状自動車道沿線の工業団地

損
失
時
間
（
万
人
時
間
／
年
）

1,541

約３０％減

～～

2,210

0

一般国道４７５号 東海環状自動車道（養老～北勢）の事業概要
ほくせいようろう

※計画交通量は、H22交通量調査に基づく推計値

乗用車 小型貨物 普通貨物

約7,300台/日
～約8,400台/日

約2,100台/日
～約2,300台/日

約9,200台/日
～約9,400台/日

未整備 全線開通後

※東海環状道路内側の高速道路を対象に、R12交通量推計より渋滞損失時間を算出

工業団地（H12迄完成：41箇所）

沿線市町の工業団地と主要都市間所要時間

※開通前：全線未開通、開通後：全線4車線開通

東海環状自動車道内側の主な渋滞箇所

Ｎ

東海環状自動車道
（養老～(仮称)北勢）

18.0km

2020年3月20日開通予定
（関広見IC～山県IC）

2024年度開通予定
（山県IC～大野神戸IC）

2024年度開通予定
（(仮称)北勢IC～大安IC）

27.3
29.9

25

30

35

平成１２年 平成２９年

従
業
者
数
（万
人
）

沿線市町の製造業従事者の推移

沿線市町の製造品出荷額等の推移

出典：工業統計調査（平成30年）

出典：工業統計調査（平成30年）

東回り全線
工事着工

東回り開通
（H17.3）

約2.6万人
増加

14.4

22.7

0

5

10

15

20

25

平成１２年 平成２９年

製
造
品
出
荷
額
（
兆
円
）

沿線

全国 1.06

1.57
製造品出荷額
伸び

1.00

0.84
1.091.00

従業者数
伸び

～～0

更なる
増加に期待

更なる
増加に期待

出典：自治体調査結果（令和元年12月時点）

東回り西回り 関広見IC

新四日市JCT 豊田東JCT

四日市港

名古屋港

工業団地（H12年迄完成：41箇所）

工業団地（H13年以降完成：30箇所）

工業団地（計画中：7箇所）

一宮J

小牧J

美濃関J

土岐J

名古屋南J

豊田J

豊田東J

愛知県

四日市J

高針J

養老J

新四日市J

東

関広見IC

三重県

海
環状自

動
車

道

養老IC

北勢IC

岐阜県

大野神戸IC

午前ピーク１時間において
全国ワースト１５位の渋滞損失が発生（上り）

名神高速一宮ＪＣＴ付近<４車線>

大安IC

午後ピーク１時間において
全国ワースト５位の渋滞損失が発生（上り）

上社J

東名高速道路東名三好付近<４車線>

※NEXCO：H28の渋滞状況、名古屋高速： H28年度の渋滞状況
※渋滞ランキング：H29（年間）
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: 開 通 済

:  事 業 中

:  調査中路線

:  主な渋滞箇所
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